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               審   査   の   要   旨 
 
 微細藻類が合成するユニークな脂肪酸オクタデカペンタエン酸（18:5）に着目し、その分布と
合成経路の解明を目指した。8種のプラシノ藻の脂肪酸解析から、新たに18:5を蓄積するプラシ
ノ藻を同定し、18:5合成の起源を考察した。さらに円石藻の脂肪酸不飽和化酵素の機能解析を行
い、これまで知られていなかった新規な構造をもつ∆15脂肪酸不飽和化酵素を同定した。これに
よって脂肪酸不飽和化酵素の構造と機能に新たな知見をもたらすとともに、脂肪酸やアシル基
の修飾に関わる酵素が、これまで知られている以上に多様な起源を持ち、構造からその機能を推
定することの難しさと、機能を実際に確認することの重要性を示した点で、当該分野の発展に大
きく貢献したと評価できる。 
 平成２６年１０月６日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
